
読
者
の
ぺ
ー
ジ

Λ
編
集
後
記
▽

　
今
回
の
調
査
季
報
は
、
今
ま
で
と

ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
「
生
活
構
造
動

向
研
究
会
の
報
告
書
」
を
特
集
に
し

ま
し
た
。

　
生
活
構
造
と
は
、
「
生
活
を
構
成

す
る
諸
要
素
が
、
相
互
に
関
連
し
て

つ
く
り
あ
げ
る
、
生
活
の
全
体
的
パ

タ
ー
ン
。

　
生
活
主
体
と
し
て
の
個
人
が
、
彼

を
と
り
ま
く
一
定
の
生
活
諸
条
件

（
物
質
・
文
化
・
空
間
・
階
層
的
）

の
も
と
で
、
一
定
の
時
間
的
枠
組
み

に
し
た
が
っ
て
日
常
的
に
く
り
か
え

す
生
活
行
動
（
生
産
と
消
費
）
パ
タ
ー

ン
の
体
系
化
さ
れ
た
複
合
体
」
（
「
テ

キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
社
会
学
」
有
斐
閣
）

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
市
民
の
生
活
構
造
を
把
握

す
る
に
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
見
れ

ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
今

回
の
生
活
構
造
動
向
研
究
会
の
大
き

な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
市
民
生
活

の
現
状
を
見
る
指
標
と
し
て
研
究
会

で
は
、
何
度
も
何
度
も
議
論
し
た
結

果
、
人
口
構
造
、
産
業
構
造
、
就
業

構
造
、
居
住
環
境
、
余
暇
構
造
、
家

計
構
造
、
健
康
・
福
祉
構
造
、
交
通

構
造
、
安
全
構
造
、
教
育
構
造
、
市

民
活
動
、
生
理
構
造
に
ま
と
め
て
整

理
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
つ

の
方
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
指
標
か
ら
、
市
民
生
活
の
現
状

と
課
題
の
抽
出
を
試
み
ま
し
た
。

　
な
お
、
指
標
の
取
り
方
は
様
々
で
、

Ｎ
Ｓ
Ｉ
で
は
健
康
、
環
境
と
安
全
、

経
済
的
安
定
、
家
庭
生
活
、
勤
労
生

活
、
学
校
生
活
、
地
域
・
社
会
活
動
、

学
習
・
文
化
活
動
に
区
分
し
て
い
ま

す
。
ま
た
「
東
京
の
社
会
地
図
」

（
東
大
出
版
会
・
倉
沢
進
著
）
で
は
、

男
性
人
口
比
率
、
生
産
年
齢
比
率
か

ら
始
ま
り
都
心
か
ら
の
距
離
等
ま
で

実
に
百
四
十
七
項
目
の
指
標
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
業
と
並
行
し
て
、
市
民
生

活
の
現
状
・
市
民
生
活
領
域
の
課
題

抽
出
の
視
点
、
問
題
提
起
、
提
言
を

含
め
て
有
識
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
動
き
、
意
識
の

変
化
、
大
事
な
視
点
、
海
外
の
都
市
と

の
比
較
等
、
実
に
多
く
の
示
唆
に
富

ん
だ
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
、
改
め
て

原
稿
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
例
紹
介

　
本
号
で
は
、
あ
ま
り
具
体
的
な
事

例
は
取
り
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

皆
様
に
紹
介
し
た
い
事
例
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
「
市
民
の
地
域
情
報

誌
　
宮
っ
子
」
の
こ
と
で
す
。
編
集
・

発
行
が
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
で
、

昭
和
五
十
四
年
十
月
に
創
刊
さ
れ
た

月
刊
誌
で
す
。

　
当
時
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
が
盛
ん

に
い
わ
れ
、
多
く
の
自
治
体
は
施
設

作
り
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
西
宮
市

は
、
既
に
公
民
館
が
か
な
り
整
備
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市
民
の
ミ

ニ
コ
ミ
誌
づ
く
り
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
に
市
が
補
助
す
る
と
い
う
事
業
を

選
択
し
た
。
Ｂ
５
版
四
十
頁
ほ
ど
。

全
市
共
通
が
三
十
六
頁
、
二
十
五
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
独
自
に
編
集

す
る
地
域
の
ペ
ー
ジ
（
四
～
八
頁
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
宮

市
内
の
お
お
む
ね
小
学
校
区
単
位
の

二
十
五
地
域
の
自
治
組
織
・
市
民
組

織
が
集
ま
っ
て
発
行
・
配
布
団
体
を

つ
く
り
、
地
域
版
を
企
画
・
編
集
し

て
い
る
。
「
そ
の
方
式
は
そ
れ
ぞ
れ

地
域
に
お
い
て
様
々
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
数
多
く
の

協
議
会
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
協
議
会
は
い
ま
だ
に
十
分

に
構
造
化
さ
れ
た
も
の
で
な
い
地
域

も
多
い
が
、
ゆ
る
い
連
携
的
な
も
の

で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
形
成
さ
れ
た

と
こ
ろ
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の

と
い
え
よ
う
」
　
（
「
地
域
活
動
の
現

状
」
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
）

　
今
後
の
地
域
行
政
を
考
え
る
際
に
、

大
変
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

課
題
　
さ
て
、
議
論
の
中
で
は
、
い
く
つ

か
の
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、

公
共
性
の
概
念
で
す
。
各
人
の
考
え

て
い
る
公
共
性
の
概
念
が
違
う
の
で

す
。
こ
の
際
、
公
共
事
業
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
時
の
公
共
性
の
中
身
、

あ
る
い
は
行
政
が
も
っ
て
い
る
公
共

性
の
中
身
と
、
公
共
の
福
祉
、
公
益

に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
市
民
生
活
か
ら
み

た
時
代
区
分
（
戦
後
）
を
試
み
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
、
何
を
も
っ
て
時

代
区
分
を
す
る
か
が
難
題
で
し
た
。

市
民
生
活
の
現
状
を
見
る
指
標
で
あ

る
人
口
構
造
、
産
業
構
造
、
就
業
構

造
、
居
住
環
境
、
余
暇
構
造
、
家
計

構
造
、
健
康
・
福
祉
構
造
、
交
通
構

造
、
安
全
構
造
、
教
育
構
造
、
市
民

活
動
、
生
理
構
造
の
変
化
も
一
つ
の

判
断
材
料
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
外
に
も
都
市
装
置
、
制
度
・
法
律
、

市
民
意
識
、
等
を
考
慮
し
ま
し
た
が
、

今
後
の
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
た
く
さ
ん
の
書
籍
や
デ
ー

タ
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
紹
介
は
い
た

し
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
の
積
み
重
ね

に
よ
り
今
回
の
研
究
が
で
き
ま
し
た
。

研
究
会
で
ま
と
め
た
も
の
は
、
ま
だ

ほ
ん
の
入
り
□
の
議
論
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
今
後
も
引
き
続
き
市
民
生
活
の

課
題
と
解
決
の
方
向
を
模
索
し
て
ま

い
り
た
い
思
い
ま
す
。
　
△
加
藤
▽

「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自
由

に
意
見
を
発
表
し
討
論
す
る
行

政
研
究
誌
で
す
。
「
行
政
研
究
」

へ
の
投
稿
も
歓
迎
し
ま
す
。
二

〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内
。
企
画

調
整
室
ま
で
（
電
話
六
七
一
－

ニ
○
二
九
）
。

　
こ
の
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
へ

も
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
市
政
、

都
市
問
題
、
自
治
体
問
題
等
、
題

材
は
自
由
。
一
〇
〇
〇
字
以
内
。
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